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あぶくまの 打ち現る!? 
１月２５日（日）は、福島県の阿武隈地域に伝わる「けんちんうどん」をみなさんに

味わっていただきました。 

ちょうどこの日は大相撲の千秋楽で、優勝決定戦が終わると次々とみなさんが

集まり、慣れない手つきでうどんを伸している私たちを見て「わー！今日は打ちた

てのうどんなの？」「今日は、いつもの２倍の大盛り

にして！」・・・と嬉しい声が聞こえてきました。 

福島からボランティアで参加した女子大生もうどん

を打つのは初めて。慣れない手つきの私達を見かね

たのでしょう。復興の会の大場会長さんが「俺にもや

らせて・・・」と手伝ってくださったので、うどんの伸し

方を教えてくださる方や手伝ってくれる子ども達と一緒にとても楽しいうどんの会と

なりました。 

具だくさんのけんちん汁に打ちたて茹でた

てのうどんを入れた「けんちんうどん」は大好

評で、次々とおかわりのお椀が届き、厨房で

は嬉しい悲鳴をあげていたようです。 

（福島県の阿武隈地域は理事長吉田の地

元です。前日からうどんの準備をしていた吉

田もニコニコ顔でした。）大鍋でつくる「けんちん汁」って本当に美味しいですよ

ねぇ～？    （ハートネット 中村） 
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仮設住宅で新年を迎えた耕英地区の皆さん。耕英は、震災でダメージを受け、

山に戻れずに誰もいない冬を迎えています。仮設住宅のある場所は、雪がほと

んどありません。しかし、山は深々と降る雪に覆われています。真っ白で美しい

雪の下には、痛みを受けた家屋が雪の重みに耐えながら家主の帰りを待って

います。そんな雪が降る前の 11 月、耕英地区の復旧工事が業者の皆さんによ

って急ピッチで行われていました。紅葉シーズン、本当ならば多くの観光客でに

湯気の立つ

復興そば 

生地をのす 

切る 

ふむ 

けんちん

うどん 



ぎわっているはずの耕英地区。そんな山で「復興そば」はふるまわれました。 

震災直後には、収穫目前の実ったイチゴを救出しようと背子を背負ってヘリに搭乗

し、限られた時間の中でイチゴを収穫し、みんなでイチゴジャムを作りあげました。被

災地を思う多くの皆さんに買い求めていただきました。 

夏、かろうじで残ったイワナを店頭販売しました。耕英のイワナは、養殖としては日

本初。耕英に訪れる観光客の夕食の膳には欠かせない名物です。しかし、今年はお

客どころか住民さえも山に上がれません。残ったイ

ワナをどうにかしたい！と地域の皆さんで各地のイ

ベント会場でイワナを販売しました。栗原市内は勿

論、仙台まで出かける日々。限られた曜日と時間

で山に上がって農作業や家の補修をする合間をぬ

ってのイワナ販売です。体は悲鳴を上げていたは

ずです。しかし、誰もがみんなで山に帰る日のことだけを願って助け合いました。そ

れが活力でもありました。 

秋、イベントも終盤を迎えました。寒さが訪れ始めた10月末、“山に上がって作業

をしてくれている業者の皆さんに温かいものを提供できないか！”というそんな思い

からバスで上がって食べ物を振舞いたいと策を練り始めます。弁当販売という案も

でました。しかし耕英の寒さには温かいものがいいだろうと。バスの策はバスが山

を登れないので断念。では耕英の山脈ハウスが利用できないかと考えました。1 杯、300 円の募金で食べられる。“安

価で皆さんに振舞いたい”そんな思いから「復興そば」は、山脈ハウスで雪が降り始めるまでの 1 か月程度の予定で

始まりました。１１月の山では息が白い。寒い中作業してくれている業者さんの体を温めたことでしょう。ＪＡ青年部の

皆さんによる草刈りも行われ、この「復興そば」も新聞に掲載されました。

皆に知れ渡ったことで物言いが入りました。避難指示が出ている場所で

の営業は認められないと。被災した花山地区でもこのような考えがあり、

申し出ていたが許可が下りなかったようです。避難指示が出ている場所で

すからその通りなのですが、結局「復興そば」は、4 回の提供で終了しまし

た。この「復興そば」は、山脈ハウスが営業再開したものではありません。

耕英地区の皆さんで、“業者の方や山に上がって片付けなどをしている皆さ

んに温かいもので温まってもらいたい”という思いの形です。利益を求める

気などありません。山に上がるガソリン代だけで赤字なのですから。４回の

そばで体と心を温めたことは食べた方々の心にぬくもりとして残っているに

違いありません。 

被災地域で復興に向けた取り組みがなされています。神戸での“まけない

ぞう”や手工芸品の作成販売、旧山古志村での“やまこし道楽村”での産物販売など‥。耕英のイチゴジャムやイワナ

の塩焼きなど、地域の産物を前面に押し出して地域を盛り上げていこうとする動きは、被災地のみならず全国各地で

行われています。今回の「復興そば」は、そういった意味合いのものではなかったけれど、地域の皆で取り組むスタイ

ルは、似たものを感じさせます。このように、震災からの復興を地域一体で行うことが望まれます。春の雪解け後の避

難指示解除が待ち遠しい耕英の皆さん。山に上がってからが重要です。それぞれの生業再開に向けて動き出す者が

殆どです。しかし、山に帰ったことで安堵し、孤立してしまう人が出ぬよう、雪の下で雪解けを待つ間に、“地域一体”を

意識して取り組みましょう。ゴールは、山に帰ることではありません。山での生活を再開し、全ての耕英の皆さんとあ

の賑わいを取り戻すことです。（オールとちぎ 青木） 
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